
TAGURUをつかう

2020.6 京都橘大学図書館



ＴＡＧＵＲＵ（タグル）ってなに？

京都橘大学図書館で入手できる資料（情報）

として図書だけでなく、雑誌の中に掲載され

ている論文や記事、インターネットで読める

記事や論文、辞書・事典等をまとめてさがす

ことができるインターネット検索機能です。



知りたいなぁ…

TAGURUで
検索してみよう
かなぁ…

図書も雑誌論文も、
辞書事典内容も
まとめてヒット



例えば、「スペイン風邪」について調べたい時には、

「スペイン風邪に関する資料（情報）をざっくり見てみたい。」

とか、

「スペイン風邪って、いつ頃流行った病気？」

「どんな研究がされているのか知りたい。」

といった知りたい情報を、ある程度まとめて

入手することができ、とても便利です。



京都橘大学HPから、
図書館HPへGO！



京都橘大学図書館HP



切り替えれば

TAGURUトップ画面



2020.6現在、609件がヒットしました

ちょっとヒット件数が多いので、絞り込んでみましょう。
画面の左側に絞り込みのための項目欄があるので、チェックを
入れていきます。



553件まで絞り込むことができました

7件まで絞り込むことができました



2件まで絞り込むことができました



絞り込みに使った項目は、それぞれ次のような意味を
持ちます。

 本文あり・・・
本学が契約する各種オンラインデータベースにより、
全文公開されている論文、記事にヒット

 オープンアクセス・・・
フリーアクセスのデータベース、或いはサイトより
全文公開されている論文、記事にヒット

 図書館の所蔵・・・
本学が所蔵する図書資料にヒット



したがって、
本文ありとオープンアクセスは、
インターネットを利用してすぐに読むことが
ができる資料ということになるので、
‟オンライン“という目印が付いているわけ
です。



アイコン（印）いろいろ

図書 電子図書 雑誌論文 雑誌論文
（オンライン）

雑誌記事 雑誌記事
（オンライン）

会議録 新聞記事
（オンライン）

書評 レポート 学位論文
（オンライン）

参照
辞書事典
（オンライン）



 ＶＰＮ接続の手続きはお済み
ですか？

 オンラインで読むことができる論文や
記事は、インターネット環境が整って
いるパソコンさえあればよい、という
わけではありません。



 特に、本文ありの条件で絞り込まれた論文や
記事は、本学が契約するオンラインデータ
ベースから引き出されたものなので、自宅の
パソコンからＶＰＮ接続の手続きを行うことが
必要となります。



ＶＰＮ接続

詳しくは、下記のボタンをクリック
してください。

未だ、大学への登校がままならない
現状ではぜひ、手続きをおこなって
ください。

https://www.tachibana-u.ac.jp/library/0988711130b1bde8b20065a70a45fd4dcba6c7da.pdf


本文ありでヒットした論文から

★論文タイトル部分をクリックすると、
本学が契約しているデータベース：
メディカルオンラインのページが開き、
該当する論文情報が表示されます。
【全文ダウンロード】をクリックして
みましょう。



ファイルを開けることができました。
すぐに読むことができますし、「面白い。」「レポートの参考になりそう。」
となれば、プリントアウトして手元に置いておくこともできます。



オープンアクセスでヒットした論文から

★論文タイトル部分をクリックすると、
フリーアクセスのデータベース：
CiNii Articlesのページが開きます。
オレンジ色のアイコン：
【機関リポジトリ】をクリックして
みましょう。



ファイルを開けることができました。
すぐに読むことができますし、「面白い。」「レポートの参考になりそう。」
となれば、プリントアウトして手元に置いておくこともできます。



今度は、雑誌に掲載されている論文の基本情報
を読み取ってみましょう。

レポート課題などで利用した資料は、参考文献
としてリストアップしなければならないので、
情報を正確に読み取ることはとても重要です。





 まず、この資料がインターネット上で全文公開されて
いるものなのかを確認します。

⇒「オンライン」のアイコン（印）がないので、
インターネットで読むことはできない資料ですね。



 次に、この資料が図書に書かれているものなのか、
雑誌に掲載されているものなのかを確認します。

⇒「雑誌論文」という表記があるので、
雑誌に掲載されている論文であることが分かります。



論文タイトル
論文著者名
論文掲載雑誌タイトル
雑誌巻号
論文掲載ページ
雑誌発行年月
雑誌発行元（判明すれば）

雑誌論文で必要な情報は、次の項目です。



順番に読み取っていくと、次のようになります。
論文タイトル：
「日本人のための第一次世界大戦史(第68回)スペイン風邪」

論文著者名：
板谷敏彦

論文掲載雑誌タイトル：
『エコノミスト』

雑誌巻号：
94巻44号

論文掲載ページ：
P. 68 - 69 

雑誌発行年月：
2016.11

雑誌発行元（判明すれば）：
（不明）



 インターネット上に公開されていなければ、
読むことはできないのでしょうか？

いいえ、そんなことはありません。
京都橘大学図書館に、雑誌『エコノミスト』
の94巻44号（2016.11）が所蔵されていれば、
冊子体（ペーパー）で読むことができます。



 文献情報のみ（全文を探す）
をクリックしてみましょう。



 一見すると、本学が契約しているオンラインデータベース：
JapanKnowledgeLibで読めるかも、と期待してしまいますが、
読めるのは2019-2020年分だけなので、2016年の記事は
読めません。残念。



 画面の右側の検索オプションを見ると、

Step.2 京都橘大学の蔵書を検索する
雑誌名/書籍名から検索
という項目があります。

『エコノミスト』からさがしてみよう
というわけです。
クリックしてみましょう。



 京都橘大学図書館に『エコノミスト』
が所蔵されていたので、表示されまし
た。

 94巻44号があるかを確認してみま
しょう。



注目するのは、巻号という項目です。



巻号の表記は、親切に94巻44号と

いう書き方はされていません。

もっと簡単に、簡略化された数字

だけで表されています。



94巻4号を簡略した場合は、94（44）

となります。

つまり、（ ）カッコのあるなしで

巻号表記を変え、表しているわけです。

（ ）カッコなしの数字・・・巻

（ ）カッコありの数字・・・号



≪例1≫ ３（１２） ⇒ ３巻１２号

≪例2≫ ５ ⇒ ５巻

≪例3≫ （１０） ⇒ １０号

いかがですか？
規則性がみえてきましたか？



改めて見てみると、

（ ）カッコのない数字、“巻”に着目して

94巻をさがしていくと、

と書かれています。

つまり、85巻～97巻の中に94巻が含まれて

いることが分かります。

84(1-28, 30-44, 46-68), 85-97, 98(1-20)



では、44号が含まれているかどうかは、

どうすれば分かるのでしょうか。

84巻では、（ ）カッコ付の表記がありますが、

85巻から97巻にはありません。

84(1-28, 30-44, 46-68), 85-97, 98(1-20)

これは、85巻から97巻までは、号が1つも欠ける

ことなく所蔵しているから（ ）カッコ表記を省いている

のです。【完全巻】



京都橘大学図書館は、

雑誌『エコノミスト』の

94巻44号（2016.11）を所蔵しているので、

P. 68 - 69 に掲載されている、

論文「日本人のための第一次世界大戦史

(第68回)スペイン風邪」

を読むことができるというわけです。



希望する論文や記事が、本学図書館に所蔵されて

いる雑誌に掲載されていることが分かれば、自宅

から利用出来る図書館サービスの内、

「文献複写の郵送サービス（本学資料に限る）」
を利用することができます。

本学に所蔵されている雑誌巻号に掲載されている

論文、記事を複写（コピー）して、ご自宅まで

届けるサービスです。



ここを
クリック

https://www.tachibana-u.ac.jp/library/news/2020/06/post-143.html




ここを
クリック

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe6uPJpzcJes_2a6JqKaGJwal31jwhmfl604uhYCb25jJxo_Q/viewform


費用は、複写料金
（モノクロ１枚￥10，カラー１枚￥50）

のみで、発送にかかる費用は大学
が負担します。

複写料金の支払いは、後期の対面
授業開始後になります。



 どうして、
webOPAC、TAGURUを使うのか

同じインターネットを使うのに、

や、 で

検索をするのと、どこが違うので

しょうか？



それは「根拠」、信頼がおける情報源かどうか、

ということが重要になるからです。

グーグルやヤフーでヒットした情報の場合、

「いつ」「誰が」発信した情報なのか、その情報

内容は確かなのか、なかなか判断が付くものでは

ありません。

その点、大学図書館が提供するインターネット

情報は信頼がおける情報源ばかりなので安心です。



分からないことがあったり、検索結果
に自信がないときは、下記あてに
メールでどんどん質問してください。
（完全個別対応）

図書館レファレンスカウンター あて
reference@tachibana-u.ac.jp

ここを
クリック

mailto:reference@tachibana-u.ac.jp
https://www.tachibana-u.ac.jp/library/2020/05/post-137.html


お疲れ様でした。


